
たぐちさんの家 １月運営推進会議録 
日 時： 令和２年１月２３日（木） １４：００～１５：５０ 

場 所： 多世代交流スペース どまっこ 

参加者： 

利用者代表          ●●●● 様 

利用者家族代表      ●●●● 様 

市村職員                ●●●● 様 

包括支援センター職員     ●●●● 様 

管理課長                  花田 優 

ケアマネジャー            三澤 千賀子 

管理者                  武村 栄治 

 

欠席者：  

地域住民の代表      ●●●● 様（仕事の都合） 

地域住民の代表      ●●●● 様（仕事の都合） 

代表者                  木村 信夫 

 

１、 センター長挨拶 

センター長不在の為、挨拶なし。 

 

２、 「多機能サービスたぐちさんの家」について 

（サービス利用状況・利用者の状況・活動報告・その他） 

【令和元年１２月実績～これまでの利用状況について】 

・1２月 新規→２名（再登録 1名、新規 1名） 

・1２月 終了→３名（入院３名、施設入所 0名、永眠０名、サービス切り替え０名） 

・1２月 末登録は１９名（延べ２２件）、 

・１月現在は２０名。1/5に永眠 1名 

 

【サービスの傾向】 

・昨年の風邪が長引いてしまった件もあり、初詣行かずに施設内でおみくじを引いたり、絵

馬に抱負を書いてもらったりしています。インフルエンザやノロウイルスも、職員・利用

者ともに今のところ罹患者はおらず過ごしております。 

施設内での転倒で 1名、自宅での転倒により 1名ずつ骨折で入院されています。 

また、退院再登録で利用された方が退院当日に急変し病院へ搬送、入院⇒永眠となってい

ます。一気に利用者が減りましたが、1 月から職員もマイナス 1 名、これから職員も利用

者も募集といったところです。 

 



【お便り・活動から】 

・12 月は施設内でのクリスマス会と 11 月の末に保育園へ出かけた様子をアップしておりま

す。保育園の方々には私たちではできない支援で利用者を楽しませていただき本当にありが

たく思っております。2 月には「ありがとう、またきてね」という会にも招待されており計

画しています。 

【その他 特記 事故・ヒヤリ １２月～現在まで】 

 ・骨折事故があり、現場内でリスクに対しての支援の統一をしております。 

  服薬事故もあり、マニュアル通りに行う事、マニュアルの変更点を周知・確認しておりす。 

【各報告について参加者より質問・追記】 

 ・転倒に関しては忘れたわけではないが、意識が薄くなったころに起こることがある。転倒

や服薬事故０を目指し、職員間で少しでも疑問な点がないか声に出せるように努めていき

たい。（CM） 

 

３、 出席者（構成員）からの要望、意見 

○利用者代表から～ 

・今のところ、悪いところもないので特にありません。 

○家族代表から～ 

・特にありません。 

○地域住民代表から～欠席。 

○鹿角市から～ 

  ・送迎・訪問時の車両事故にも気をつけていただければと思います。 

  ・転倒は介護度と関係ありますか？ 

  ⇒介護度が重度な方ほど、歩く危険は少なくなるためこちらでは、比較的介護度が軽い方が

転倒につながるケースが目立ちます。すべてを支援というわけにもいかず、自立支援の難

しいところかとは感じます。（管理者） 

○地域包括支援センター職員から～ 

  ・お便りや報告を聞き、地域交流が出来ていると感じました。子供や地域の方々との交流で

利用者様に張り合いにつながると考えられます。 

⇒多機能サービスの企画次第ではあるが、地域の方々を呼び込む行事も計画できればと考え

ています。（CM） 

     

４．その他 

  ○地域関わりシートの集計と意見交換 

  ・別紙参照 

５．次回開催予定日 

  ・３月 19日を予定。 

    

以 上 


